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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザによって入力された質問文書に対して、同じ内容の異なる表現の質問文書を生成
する文言い換え方法であって、
　前記質問文書の入力を受け付けたコンピュータが、
　記憶手段に格納されている同一の回答文書を有する質問文書のなかから、設定された閾
値以上の類似度を有するセンテンスの組み合わせを抽出する第１のセンテンス抽出ステッ
プと、
　前記第１のセンテンス抽出ステップで抽出したセンテンスの組み合わせから、同じ内容
の異なる表現のセンテンスに変換するための変換規則を算出する変換規則算出ステップと
、
　前記変換規則算出ステップで算出した変換規則を用いて、前記閾値以上の類似度を有す
るセンテンスの組み合わせを前記記憶手段から再度抽出する第２のセンテンス抽出ステッ
プと、
　第１および第２のセンテンス抽出ステップで抽出したセンテンスの組み合わせがすべて
一致しているかどうかを判定する判定ステップと、
　前記変換規則算出ステップで算出した変換規則を用いて、入力された質問文書の言い換
え文書を生成する文書生成ステップとを含み、
　前記コンピュータが、第１および第２のセンテンス抽出ステップで抽出したセンテンス
の組み合わせがすべて一致していると判定されるまで、変換規則算出ステップと、第２の
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センテンス抽出ステップとを繰り返し実行する
　ことを特徴とする文言い換え方法。
【請求項２】
　前記コンピュータが、さらに、
　生成した言い換え文書をユーザに対して表示するステップを含み、
　前記コンピュータが、前記生成した言い換え文書を、入力された質問文に対する類似度
を示す値とともに表示する請求項１記載の文言い換え方法。
【請求項３】
　前記文書生成ステップは、
　前記コンピュータが、
　入力された質問文書を単語列に分解するステップと、
　前記変換規則算出ステップで算出した変換規則と前記単語列とを比較し、類似度の高い
単語列を複数選択する選択ステップと、
　前記選択ステップで選択した単語列を並び替える並び換えステップとを含む
　請求項１または請求項２記載の文言い換え方法。
【請求項４】
　ユーザによって入力された質問文書に対して、同じ内容の異なる表現の質問文書を生成
するための変換規則を算出する変換規則算出方法であって、
　前記質問文書の入力を受け付けたコンピュータが、
　記憶手段に格納されている同一の回答文書を有する質問文書のなかから、設定された閾
値以上の類似度を有するセンテンスの組み合わせを抽出する第１のセンテンス抽出ステッ
プと、
　前記第１のセンテンス抽出ステップで抽出したセンテンスの組み合わせから、同じ内容
の異なる表現のセンテンスに変換するための変換規則を算出する変換規則算出ステップと
、
　前記変換規則算出ステップで算出した変換規則を用いて、前記閾値以上の類似度を有す
るセンテンスの組み合わせを前記記憶手段から再度抽出する第２のセンテンス抽出ステッ
プと、
　第１および第２のセンテンス抽出ステップで抽出したセンテンスの組み合わせがすべて
一致しているかどうかを判定する判定ステップとを含み、
　前記コンピュータが、第１および第２のセンテンス抽出ステップで抽出したセンテンス
の組み合わせがすべて一致していると判定されるまで、変換規則算出ステップと、第２の
センテンス抽出ステップとを繰り返し実行する
　ことを特徴とする変換規則算出方法。
【請求項５】
　前記コンピュータが、
　記憶手段に、入力手段から入力した質問文書と、前記質問文書に対する回答文書と、前
記質問文書および前記回答文書における対応関係を示した情報とを記憶しており、
　同じ内容の回答文書をまとめた１つのグループに対して、前記情報を適用し、同じ内容
の回答文書に対応した質問文書のグループを生成する
　請求項４記載の変換規則算出方法。
【請求項６】
　前記コンピュータが、さらに、
　前記記憶手段に格納されている情報を更新するステップを含み、前記コンピュータが、
前記記憶手段の情報が更新されたことを契機に、第１のセンテンス抽出ステップにおける
処理を開始する請求項４または請求項５記載の変換規則算出方法。
【請求項７】
　ユーザによって入力された質問文書に対して、同じ内容の異なる表現の質問文書を生成
する文言い換えシステムであって、
　質問文書を入力するための入力手段と、
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　前記入力手段に入力された質問文書と、前記質問文書に対する回答文書とを記憶する記
憶手段と、
　前記記憶手段に格納されている同一の回答文書を有する質問文書のなかから、設定され
た閾値以上の類似度を有するセンテンスの組み合わせを抽出するセンテンス抽出手段と、
　前記センテンス抽出手段で抽出したセンテンスの組み合わせから、同じ内容の異なる表
現のセンテンスに変換するための変換規則を算出する変換規則算出手段と、
　前記変換規則算出手段が算出した変換規則を用いて、ユーザによって前記入力手段に入
力された質問文書の言い換え文書を生成する文書生成手段とを備えた
　ことを特徴とする文言い換えシステム。
【請求項８】
　記憶手段は、
　入力手段に入力された質問文書と、前記質問文書に対する回答文書とを記憶する第１の
記憶手段と、
　前記センテンス抽出手段が抽出したセンテンスの組み合わせを記憶する第２の記憶手段
と、
　前記変換規則算出手段が算出した変換規則を記憶する第３の記憶手段とを含む
　請求項７記載の文言い換えシステム。
【請求項９】
　前記変換規則は、少なくとも翻訳モデルと、言語モデルと、単語列とを含む請求項７ま
たは請求項８記載の文言い換えシステム。
【請求項１０】
　前記文書生成手段が生成した言い換え文書を表示する表示手段を備え、
　前記表示手段は、前記文書生成手段が生成した言い換え文書を、ユーザによって入力手
段に入力された質問文との類似度を示す値とともに表示する
　請求項７から請求項９のうちのいずれか１項に記載の文言い換えシステム。
【請求項１１】
　入力手段に入力されたコマンドにしたがって、記憶手段における情報を更新する情報更
新手段を備え、
　前記情報更新手段は、前記記憶手段における情報を更新した場合に、センテンスの組み
合わせの抽出を開始するための信号を前記センテンス抽出手段に送信する
　請求項７から請求項１０のうちのいずれか１項に記載の文言い換えシステム。
【請求項１２】
　ユーザによって入力された質問文書に対して、同じ内容の異なる表現の質問文書を生成
するための変換規則を算出する変換規則算出用プログラムであって、
　コンピュータに、
　記憶手段に格納されている同一の回答文書を有する質問文書のなかから、設定された閾
値以上の類似度を有するセンテンスの組み合わせを抽出する第１のセンテンス抽出処理と
、
　前記第１のセンテンス抽出ステップで抽出したセンテンスの組み合わせから、同じ内容
の異なる表現のセンテンスに変換するための変換規則を算出する変換規則算出処理と、
　前記変換規則算出処理で算出した変換規則を用いて、前記閾値以上の類似度を有するセ
ンテンスの組み合わせを前記記憶手段から再度抽出する第２のセンテンス抽出処理と、
　前記第１および第２のセンテンス抽出処理で抽出したセンテンスの組み合わせがすべて
一致しているかどうかを判定する判定処理とを実行させ、
　前記第１および第２のセンテンス抽出処理で抽出したセンテンスの組み合わせがすべて
一致していると判定されるまで、変換規則算出処理と、第２のセンテンス抽出処理とを繰
り返させるための
　変換規則算出用プログラム。
【請求項１３】
　コンピュータに、
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　入力手段から入力された質問文書と、前記質問文書に対する回答文書と、前記質問文書
および前記回答文書における対応関係を示した情報とを記憶した記憶手段において、
　同じ内容の回答文書をまとめた１つのグループに対して、前記情報を適用し、同じ内容
の回答文書に対応した質問文書のグループを生成する処理を実行させるための
　請求項１２記載の変換規則算出用プログラム。
【請求項１４】
　コンピュータに、
　前記記憶手段に格納されている情報を更新する処理と、
　前記記憶手段の情報が更新されたことを契機に、第１のセンテンス抽出処理を開始する
処理とを実行させるための
　請求項１２または請求項１３記載の変換規則算出用プログラム。
【請求項１５】
　ユーザによって入力された質問文書に対して、同じ内容の異なる表現の質問文書を生成
する文言い換え用プログラムであって、
　コンピュータに、
　記憶手段に格納されている同一の回答文書を有する質問文書のなかから、設定された閾
値以上の類似度を有するセンテンスの組み合わせを抽出する第１のセンテンス抽出処理と
、
　前記第１のセンテンス抽出処理で抽出したセンテンスの組み合わせから、同じ内容の異
なる表現のセンテンスに変換するための変換規則を算出する変換規則算出処理と、
　前記変換規則算出処理で算出した変換規則を用いて、前記閾値以上の類似度を有するセ
ンテンスの組み合わせを前記記憶手段から再度抽出する第２のセンテンス抽出処理と、
　前記第１および第２のセンテンス抽出処理で抽出したセンテンスの組み合わせがすべて
一致しているかどうかを判定する判定処理と、
　前記第１および第２のセンテンス抽出処理で抽出したセンテンスの組み合わせがすべて
一致していると判定されるまで、変換規則算出処理と、第２のセンテンス抽出処理とを繰
り返す処理と、
　前記変換規則算出処理で算出した変換規則を用いて、入力された質問文書の言い換え文
書を生成する文書生成処理とを
　実行させるための文言い換え用プログラム。
【請求項１６】
　コンピュータに、入力された質問文に対する類似度を示す値とともに、生成した言い換
え文書を表示する処理を実行させるための請求項１５記載の文言い換え用プログラム。
【請求項１７】
　コンピュータに、
　文書生成処理で、
　入力された質問文書を単語列に分解する処理と、
　前記変換規則算出処理で算出した変換規則と前記単語列とを比較し、類似度の高い単語
列を複数選択する選択処理と、
　前記選択処理で選択した単語列を並び替える並び換え処理とを実行させるための
　請求項１５または請求項１６記載の文言い換え用プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願）本願は、先の日本特許出願２００６－３４５７５７号（２００６年１２月
２２日出願）の優先権を主張するものであり、前記先の出願の全記載内容は、本書に引用
をもって繰込み記載されているものとみなされる。
　本発明は、文言い換え方法、変換規則算出方法、文言い換えシステム、変換規則算出用
プログラムおよび文言い換え用プログラムに関し、特に文の言い換え規則を学習する文言
い換え方法、変換規則算出方法、文言い換えシステム、変換規則算出用プログラムおよび
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文言い換え用プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　人間によって入力された文章をコンピュータが他の国の言語の文章に変換する機械翻訳
が広く用いられているが、同一の言語間を対象とした場合には、文章表現を変換するため
の文の言い換え方法が用いられている（非特許文献１参照）。
【０００３】
　非特許文献１には、従来の文の言い換え表現作成方法の一例が記載されている。非特許
文献１に記載されている文の言い換え表現作成方法は、統語的な素性（性質）で表現され
た言い換え規則をあらかじめ人間が作成する方法である。そして、得られた言い換え表現
に対しては、最終的に人手による確認が必要である。
【０００４】
　また、文の言い換え方法は、変換した質問文に対して自動的に回答を出力する質疑応答
システム等にも用いられている（特許文献１参照）。例えば、特許文献１には、言い換え
コーパス（corpus）から機械学習によって文の言い換えモデルを獲得する文の言い換え表
現作成方法の一例が記載されている。特許文献１に記載されている文の言い換え表現作成
方法では、複数の、辞書や新聞等の記事における同じ見出しに対する説明文を、記述内容
が一致する異なった文書対であるとみなす。すなわち、同じ見出しに対する説明文を、言
い換えの関係にある文書対であるとみなして言い換えコーパスを作成し、それに対して機
械学習を実行する。
【０００５】
【非特許文献１】藤田　篤、他１名、「A Class-oriented Approach to Building a Para
phrase Corpus 」，Proceedings of the 3rd International Workshop on Paraphrasing 
(IWP) ，２００５年１０月，ｐ．２５－３２
【特許文献１】特開２００２－０１４９９０号公報（段落００５８－００５９、図４）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記非特許文献１及び特許文献１の全開示内容はその引用をもって本書に繰込み記載さ
れているものとする。
【０００７】
　しかし、従来の文の言い換え表現作成方法を、多数のユーザが入力する質問文に対して
適用する場合、言い換え規則を人手で作成する方法（例えば、非特許文献１に記載されて
いる文の言い換え表現作成方法。）では、膨大な量の規則作成を行う必要がある。多様な
質問文の内容や表現に対して、十分な網羅性を実現しなければならないからである。さら
に、最終的な言い換え表現を得る際に人手による確認作業を必要とするため、ユーザによ
る質問文入力をリアルタイムで処理するシステムには適用できない場合が多い。
【０００８】
　また、特許文献１に記載されている文の言い換え表現作成方法では、既存の辞書の見出
しや新聞等の記事で網羅されない分野に関しては、学習データの入手が困難である。さら
に、学習データの中に、表現上の言い換えの関係にない文対が含まれていると、学習の際
のノイズ（不必要な情報）となる。その場合、学習データの品質によっては適切な文の言
い換えモデル（言い換え規則。以下、言い換えモデルという。）が得られない場合がある
。すなわち、特許文献１に記載されているような既存の辞書や新聞等の記事データから機
械学習する方法では、網羅される質問文が既存の辞書や新聞等の記事データに関連する内
容に限定されるため、ユーザの多様な質問文に対して十分な網羅性を実現することができ
ない場合が多い。なお、文対とは、２つの文（センテンス）の組み合わせ（２文１組）を
いう。
【０００９】
　そこで、本発明は、ユーザによる質問文入力に対して、リアルタイムで言い換え表現を
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生成する文言い換え方法、変換規則算出方法、文言い換えシステム、変換規則算出用プロ
グラムおよび文言い換え用プログラムを提供することを目的とし、特に、ユーザにより入
力された質問文の言い換えモデルを学習できる文言い換え方法、変換規則算出方法、文言
い換えシステム、変換規則算出用プログラムおよび文言い換え用プログラムを提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の第１の視点によれば、ユーザによって入力された質問文書に対して、同じ内容
の異なる表現の質問文書を生成する文言い換え方法であって、前記質問文書の入力を受け
付けたコンピュータが、記憶手段に格納されている同一の回答文書を有する質問文書のな
かから、設定された閾値以上の類似度を有するセンテンスの組み合わせを抽出する第１の
センテンス抽出ステップと、第１のセンテンス抽出ステップで抽出したセンテンスの組み
合わせから、同じ内容の異なる表現のセンテンスに変換するための変換規則を算出する変
換規則算出ステップと、変換規則算出ステップで算出した変換規則を用いて、閾値以上の
類似度を有するセンテンスの組み合わせを記憶手段から再度抽出する第２のセンテンス抽
出ステップと、第１および第２のセンテンス抽出ステップで抽出したセンテンスの組み合
わせがすべて一致しているかどうかを判定する判定ステップと、変換規則算出ステップで
算出した変換規則を用いて、入力された質問文書の言い換え文書を生成する文書生成ステ
ップとを含み、前記コンピュータが、第１および第２のセンテンス抽出ステップで抽出し
たセンテンスの組み合わせがすべて一致していると判定されるまで、変換規則算出ステッ
プと、第２のセンテンス抽出ステップとを繰り返し実行する文言い換え方法が提供される
。
【００１１】
　上記文言い換え方法において、生成した言い換え文書をユーザに対して表示するステッ
プを含み、生成した言い換え文書を、入力された質問文に対する類似度を示す値とともに
表示することが好ましい。
【００１２】
　また、上記文言い換え方法における文書生成ステップに、入力された質問文書を単語列
に分解するステップと、変換規則算出ステップで算出した変換規則と単語列とを比較し、
類似度の高い単語列を複数選択する選択ステップと、選択ステップで選択した単語列を並
び替える並び換えステップとを含めることができる。
【００１３】
　本発明の第２の視点によれば、ユーザによって入力された質問文書に対して、同じ内容
の異なる表現の質問文書を生成するための変換規則を算出する変換規則算出方法であって
、前記質問文書の入力を受け付けたコンピュータが、記憶手段に格納されている同一の回
答文書を有する質問文書のなかから、設定された閾値以上の類似度を有するセンテンスの
組み合わせを抽出する第１のセンテンス抽出ステップと、第１のセンテンス抽出ステップ
で抽出したセンテンスの組み合わせから、同じ内容の異なる表現のセンテンスに変換する
ための変換規則を算出する変換規則算出ステップと、変換規則算出ステップで算出した変
換規則を用いて、閾値以上の類似度を有するセンテンスの組み合わせを記憶手段から再度
抽出する第２のセンテンス抽出ステップと、第１および第２のセンテンス抽出ステップで
抽出したセンテンスの組み合わせがすべて一致しているかどうかを判定する判定ステップ
とを含み、前記コンピュータが、第１および第２のセンテンス抽出ステップで抽出したセ
ンテンスの組み合わせがすべて一致していると判定されるまで、変換規則算出ステップと
、第２のセンテンス抽出ステップとを繰り返し実行する変換規則算出方法が提供される。
【００１４】
　上記変換規則算出方法において、記憶手段に、入力手段から入力した質問文書と、質問
文書に対する回答文書と、質問文書および回答文書における対応関係を示した情報とを記
憶させ、同じ内容の回答文書をまとめた１つのグループに対して、情報を適用し、同じ内
容の回答文書に対応した質問文書のグループを生成することができる。
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【００１５】
　上記変換規則算出方法に、記憶手段に格納されている情報を更新するステップを含ませ
ることができる。この場合、前記記憶手段の情報が更新されたことを契機に、第１のセン
テンス抽出ステップにおける処理を開始してもよい。
【００１６】
　本発明の第３の視点によれば、ユーザによって入力された質問文書に対して、同じ内容
の異なる表現の質問文書を生成する文言い換えシステムであって、入力手段と、入力手段
に入力された質問文書と、質問文書に対する回答文書とを記憶する記憶手段と、記憶手段
に格納されている同一の回答文書を有する質問文書のなかから、設定された閾値以上の類
似度を有するセンテンスの組み合わせを抽出するセンテンス抽出手段と、センテンス抽出
手段で抽出したセンテンスの組み合わせから、同じ内容の異なる表現のセンテンスに変換
するための変換規則を算出する変換規則算出手段と、変換規則算出手段が算出した変換規
則を用いて、ユーザによって入力手段に入力された質問文書の言い換え文書を生成する文
書生成手段とを備える文言い換えシステムが提供される。
【００１７】
　上記文言い換えシステムにおける記憶手段は、入力手段に入力された質問文書と、質問
文書に対する回答文書とを記憶する第１の記憶手段と、センテンス抽出手段が抽出したセ
ンテンスの組み合わせを記憶する第２の記憶手段と、変換規則算出手段が算出した変換規
則を記憶する第３の記憶手段とを含むことが好ましい。
【００１８】
　また、上記文言い換えシステムにおける変換規則は、少なくとも翻訳モデルと、言語モ
デルと、単語列とを含むものとすることができる。
【００１９】
　また、上記文言い換えシステムに、文書生成手段が生成した言い換え文書を表示する表
示手段を備えることができる。この表示手段に、文書生成手段が生成した言い換え文書を
、ユーザによって入力手段に入力された質問文との類似度を示す値とともに表示してもよ
い。
【００２０】
　また、上記文言い換えシステムに、入力手段に入力されたコマンドにしたがって、記憶
手段における情報を更新する情報更新手段を備えることができる。この情報更新手段は、
記憶手段における情報を更新した場合に、センテンスの組み合わせの抽出を開始するため
の信号をセンテンス抽出手段に送信するよう構成することができる。
【００２１】
　また、上記文言い換えシステムは、過去にユーザが入力した質問文書と、各質問文書に
対する回答文書との対応関係から、同一の回答文書に対応する質問文書集合を作成し、文
の言い換えの学習データとして利用する文言い換えシステムとすることができる。同一の
回答文書に対応する質問文書であっても、それぞれの文書を作成したユーザの分野におけ
る知識や問題の理解レベル、意図や戦略の違いなどによって、必ずしも文書同士が言い換
えの関係にある保証はないため、この文言い換えシステムは、質問文集合のすべての文対
の中から、言い換えの関係にあるものだけを篩い分けるために、言い換えモデル（例えば
、後述する式（１）等）によって言い換えの関係にある文対の抽出を行う。そして、この
抽出された言い換え文対（例えば、図８に示されている文対）を学習データとしてさらに
言い換えモデルの学習を行う。この言い換え文対における、言い換えモデルによる言い換
え文対の抽出と、抽出された言い換え文対における言い換えモデルの学習との２つの過程
を、抽出文セット（抽出された言い換え文対）が収束する（新たに学習した言い換えモデ
ルを用いて抽出した言い換え文対が、それ以前に学習した言い換えモデルを用いて抽出し
た言い換え文対と同一になる）まで交互に繰り返し、最終的な言い換えモデルを得る。上
記のような逐次処理によって、同一の回答文書に対応する質問文書集合の中から、言い換
え文の関係にある文対を抽出することができるため、これを学習データとして適切な言い
換えモデルを学習することができる。
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【００２２】
　上記のような学習を行うことにより、上記質問文言い換えシステムは、例えばメールで
受信した質問文書に対する回答文書を自動的に生成することが可能になる。すなわち、顧
客がさまざまな表現で問い合わせを行っていても、その表現に対して、さまざまな言い換
えを生成して照合することができる。したがって、質問文書と回答文書の対をあらかじめ
持っていれば、問い合わせの表現の違いによらずに、自動的に回答文書を割り振ることが
できる。
【００２３】
　また、上記した文言い換え方法は、例えば応対記録の自動生成に用いることができる。
すなわち、回答文書（回答のメールや、オペレータが電話で回答した音声を音声認識等に
よってテキスト化したもの）と、その応対記録（オペレータが対応内容を要約して記録す
るもの）とが文言い換えシステムに蓄積されている場合、その回答文書から応対記録への
言い換えのモデルを学習することによって、応対記録の自動生成を実現できる。
【００２４】
　本発明の第４の視点によれば、ユーザによって入力された質問文書に対して、同じ内容
の異なる表現の質問文書を生成するための変換規則を算出する変換規則算出プログラムで
あって、コンピュータに、記憶手段に格納されている同一の回答文書を有する質問文書の
なかから、設定された閾値以上の類似度を有するセンテンスの組み合わせを抽出する第１
のセンテンス抽出処理と、第１のセンテンス抽出ステップで抽出したセンテンスの組み合
わせから、同じ内容の異なる表現のセンテンスに変換するための変換規則を算出する変換
規則算出処理と、変換規則算出処理で算出した変換規則を用いて、閾値以上の類似度を有
するセンテンスの組み合わせを記憶手段から再度抽出する第２のセンテンス抽出処理と、
第１および第２のセンテンス抽出処理で抽出したセンテンスの組み合わせがすべて一致し
ているかどうかを判定する判定処理とを実行させ、第１および第２のセンテンス抽出処理
で抽出したセンテンスの組み合わせがすべて一致していると判定されるまで、第１のセン
テンス抽出処理と、変換規則算出処理と、第２のセンテンス抽出処理とを繰り返させる変
換規則算出用プログラムが提供される。
【００２５】
　上記変換規則算出用プログラムは、コンピュータに、入力手段から入力された質問文書
と、質問文書に対する回答文書と、質問文書および回答文書における対応関係を示した情
報とを記憶した記憶手段において、同じ内容の回答文書をまとめた１つのグループに対し
て、情報を適用し、同じ内容の回答文書に対応した質問文書のグループを生成する処理を
実行させるものとすることができる。
【００２６】
　また、上記変換規則算出用プログラムは、コンピュータに、記憶手段に格納されている
情報を更新する処理と、記憶手段の情報が更新されたことを契機に、第１のセンテンス抽
出処理を開始する処理とを実行させるものであってもよい。
【００２７】
　本発明の第５の視点によれば、ユーザによって入力された質問文書に対して、同じ内容
の異なる表現の質問文書を生成する文言い換え用プログラムであって、コンピュータに、
記憶手段に格納されている同一の回答文書を有する質問文書のなかから、設定された閾値
以上の類似度を有するセンテンスの組み合わせを抽出する第１のセンテンス抽出処理と、
第１のセンテンス抽出処理で抽出したセンテンスの組み合わせから、同じ内容の異なる表
現のセンテンスに変換するための変換規則を算出する変換規則算出処理と、変換規則算出
処理で算出した変換規則を用いて、閾値以上の類似度を有するセンテンスの組み合わせを
記憶手段から再度抽出する第２のセンテンス抽出処理と、第１および第２のセンテンス抽
出処理で抽出したセンテンスの組み合わせがすべて一致しているかどうかを判定する判定
処理と、第１および第２のセンテンス抽出処理で抽出したセンテンスの組み合わせがすべ
て一致していると判定されるまで、第１のセンテンス抽出処理と、変換規則算出処理と、
第２のセンテンス抽出処理とを繰り返す処理と、変換規則算出処理で算出した変換規則を
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用いて、入力された質問文書の言い換え文書を生成する文書生成処理とを実行させる文言
い換え用プログラムが提供される。
【００２８】
　上記文言い換え用プログラムは、コンピュータに、入力された質問文に対する類似度を
示す値とともに、生成した言い換え文書を表示する処理を実行させるものとすることがで
きる。
【００２９】
　また、上記文言い換え用プログラムは、コンピュータに、文書生成処理で、入力された
質問文書を単語列に分解する処理と、変換規則算出処理で算出した変換規則と単語列とを
比較し、類似度の高い単語列を複数選択する選択処理と、選択処理で選択した単語列を並
び替える並び換え処理とを実行させるものとすることができる。
【発明の効果】
【００３０】
　本発明によれば、過去にユーザが入力した質問文書と、各質問文書に対する回答文書と
の対応関係から質問文言い換えモデルを学習することができる。その理由は、言い換え文
の関係にない質問文対を段階的に除去しながら、同時に言い換えモデルを学習して、言い
換えモデルの精度を高めていく逐次的な処理過程を導入したからである。そうすることに
より、同一の回答文書に対応する質問文書集合の中から、言い換え文の関係にある文対を
精度よく抽出することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明による文言い換えシステムの一例を示したシステム構成図である。
【図２】文言い換えシステムの動作を説明するためのフローチャートである。
【図３】文言い換えシステムの動作を説明するためのフローチャートである。
【図４】文書集合記憶手段に記憶されている質問文集合の一例を示した説明図である。
【図５】図４に示されている各質問文書に対する回答文書の一例を示した説明図である。
【図６】図４における各質問文書と図５における回答文書との対応関係を示した説明図で
ある。
【図７】図６の対応関係から作成される、同一の回答文書に対応する質問文書集合の関係
を示した説明図である。
【図８】文対抽出手段が抽出した言い換え文対の一例を示した説明図である。
【図９】図８に示した言い換え文対に対応した各質問文のテキストの一例を示した説明図
である。
【図１０】モデル学習手段が言い換え文対（Q1_S1, Q1_S2）に対して実行したアライメン
トの結果を示す説明図である。
【図１１】モデル学習手段が言い換え文対（Q1_S1, Q10_S2 ）に対して実行したアライメ
ントの結果を示す説明図である。
【図１２】モデル学習手段が言い換え文対（Q2_S1, Q6_S1）に対して実行したアライメン
トの結果を示す説明図である。
【図１３】モデル学習手段が言い換え文対（Q2_S1, Q9_S2）に対して実行したアライメン
トの結果を示す説明図である。
【図１４】モデル学習手段が言い換え文対（Q2_S1, Q10_S2 ）に対して実行したアライメ
ントの結果を示す説明図である。
【図１５】モデル学習手段が言い換え文対（Q2_S1, Q12_S2 ）に対して実行したアライメ
ントの結果を示す説明図である。
【図１６】文対抽出手段が抽出した言い換え文対の一例を示した説明図である。
【図１７】新たに追加された文対（Q4_S1, Q8_S1）に対応した質問文のテキストの一例を
示した説明図である。
【図１８】モデル学習手段が言い換え文対（Q4_S1, Q8_S1）に対して実行したアライメン
トの結果を示す説明図である。
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【図１９】入力手段に入力された質問文の一例を示した説明図である。
【図２０】候補生成手段が言い換えモデルを用いて生成した言い換え候補の一例を示した
説明図である。
【符号の説明】
【００３２】
　１００　入力手段
　２００　出力手段
　３００　データ処理装置
　３０１　文対抽出手段
　３０２　モデル学習手段
　３０３　文書登録手段
　３０４　候補生成手段
　４００　記憶手段
　４０１　文書集合記憶手段
　４０２　モデル記憶手段
　４０３　文対記憶手段
【発明を実施するための最良の形態】
【００３３】
　以下、本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。図１は、本発明による文言い換
えシステムの一例を示したシステム構成図である。文言い換えシステムは、入力手段１０
０と、出力手段２００と、プログラム制御により動作するデータ処理装置３００と、記憶
手段４００とを備えている。なお、本実施の形態における文言い換えシステムは、入力手
段１００に入力された質問文の言い換え候補を、記憶手段４００に記憶されている質問文
言い換えモデルを用いてリアルタイムに生成する。以下、入力手段１００に入力された文
章が質問文である場合について説明する。
【００３４】
　入力手段１００は、例えば文章等を入力するためのキーボードやマウス等によって実現
される。入力手段１００は、ユーザの操作に応じた入力信号をデータ処理装置３００に出
力する機能を有する。
【００３５】
　出力手段２００は、液晶表示装置等によって実現される。出力手段２００には、例えば
データ処理装置３００が生成した質問文の言い換え候補が表示される。
【００３６】
　データ処理装置３００は、文対抽出手段３０１と、モデル学習手段３０２と、文書登録
手段３０３と、候補生成手段３０４とを含む。データ処理装置３００は、例えばＣＰＵと
図示しない周辺回路とで実現される。データ処理装置３００は、プログラム制御によって
動作し、入力手段１００に入力された質問文の言い換え候補を生成する。
【００３７】
　文対抽出手段３０１は、後述する記憶手段４００に記憶されている質問文書の集合にお
けるすべての文対に対して、各々の文対が言い換え文対の関係にあるかどうかを判定する
機能を有する。具体的には、文対抽出手段３０１は、文書集合記憶手段４０１に記憶され
ている質問文書集合におけるすべての文対に対して、モデル記憶手段４０２に記憶されて
いる質問文言い換えモデルを用いて言い換え文対であるかどうかを判定する。なお、本実
施の形態における言い換え文対とは、言い換えの関係にある（すなわち、内容が同一であ
る）センテンスの組み合わせ（２文１組）のことをいう。例えば、質問文が複数のセンテ
ンスを含む場合には、その質問文における２つのセンテンスが言い換え文対と判定される
場合があってもよい。文対抽出手段３０１は、言い換え文対と判定した文対を出力し、文
対記憶手段４０３に記憶する。
【００３８】
　モデル学習手段３０２は、文対記憶手段４０３に記憶されている言い換え文対を学習デ
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ータとして利用し、質問文言い換えモデルを学習する機能を有する。モデル学習手段３０
２は、学習した質問文言い換えモデルをモデル記憶手段４０２に記憶する。なお、本実施
の形態における学習とは、従来有している質問文言い換えモデルと異なる、新たな質問文
言い換えモデルを取得するまでの処理全体を指す。
【００３９】
　また、本実施の形態では、質問文言い換えモデルは、各処理工程毎に最適な形式で適用
される。例えば、文対抽出手段３０１は、言い換え文対を抽出する際に、質問文言い換え
モデルを言い換え文対であるかどうかを判定するための翻訳確率等として使用する。また
、例えばモデル学習手段３０２は、抽出された言い換え文対から質問文言語モデル等を学
習する。本実施の形態における質問文言い換えモデルには、翻訳確率や質問文言い換え翻
訳モデル、質問文言語モデル、および単語列等が含まれる。
【００４０】
　文書登録手段３０３は、入力手段１００から入力されたコマンドにしたがって文書集合
記憶手段４０１の情報を更新する機能を有する。具体的には、文書登録手段３０３は、入
力手段１００に入力された、同一の回答文書を有する質問文書集合を文書集合記憶手段４
０１に記憶する。また、文書登録手段３０３は、入力手段１００に入力されたコマンドに
したがって、文書集合記憶手段４０１における質問文書集合を削除する機能を有する。な
お、文書登録手段３０３が文対抽出手段３０１に出力した信号を契機として、後述する言
い換え文対の抽出処理が開始される。
【００４１】
　候補生成手段３０４は、入力手段１００から入力された質問文に対し、言い換え候補を
生成して出力手段２００に出力する機能を有する。具体的には、候補生成手段３０４は、
モデル記憶手段４０２に記憶された質問文言い換えモデルを適用し、入力された質問文に
対する言い換え候補をリアルタイムに生成する機能を有する。そして、候補生成手段３０
４は、生成した言い換え候補を出力手段２００に出力する。
【００４２】
　記憶手段４００は、文書集合記憶手段４０１と、モデル記憶手段４０２と、文対記憶手
段４０３とを含む。記憶手段４００は、例えばＲＡＭ等の記憶媒体によって実現され、デ
ータ処理装置３００が実行する制御プログラム等の各種のデータを格納する。なお、記憶
手段４００の一部がＲＯＭによって実現されていてもよく、ＲＯＭ部分に制御プログラム
が格納されていてもよい。
【００４３】
　記憶手段４００は、ユーザにより入力された質問文やその質問文に対する回答文、質問
文および回答文の対応関係、および質問文言い換えモデル等を記憶する機能を有している
。
【００４４】
　文書集合記憶手段４０１は、入力手段１００から入力された質問文書の集合と、その各
質問文書に対する回答文書とから作成された、同一の回答文書に対応する質問文書の集合
等を記憶する。
【００４５】
　モデル記憶手段４０２は、質問文言い換えモデルを記憶する機能を有する。具体的には
、モデル記憶手段４０２は、モデル学習手段３０２が学習した、質問文言語モデルや単語
列等の新たな質問文言い換えモデルを記憶する。モデル記憶手段４０２が記憶している質
問文言い換えモデルは、文対抽出手段３０１や候補生成手段３０４によって読み出される
。
【００４６】
　文対記憶手段４０３は、文対抽出手段３０１が言い換え文対であると判定した文対（セ
ンテンスの組み合わせ）やそれぞれの文対のテキストデータ等を記憶する機能を有する。
文対記憶手段４０３が記憶している言い換え文対は、文対抽出手段３０１およびモデル学
習手段３０２によって読み出される。
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【００４７】
　なお、本発明による文言い換えシステムでは、後述するように、文対抽出手段３０１と
、モデル学習手段３０２と、文書登録手段３０３と、文書集合記憶手段４０１と、モデル
学習手段４０２と、文対記憶手段４０３とによって、質問文言い換えモデルの学習が実現
される。また、本発明による文言い換えシステムでは、入力手段１００と、出力手段２０
０と、候補生成手段３０４と、モデル記憶手段４０２とによって、質問文言い換えモデル
を用いた言い換え候補の生成が実現される。
【００４８】
　次に、本実施の形態における文言い換えシステムの動作を図面を参照して説明する。図
２は、本発明による文言い換えシステムの動作を説明するためのフローチャートである。
本実施の形態における文言い換えシステムでは、候補生成手段３０４がモデル記憶手段４
０２から質問文言い換えモデルを読み出し、入力された質問文の言い換え候補をリアルタ
イムに生成する。なお、本実施の形態では、ユーザが質問文を入力する際には、質問文言
い換えモデルがモデル記憶手段４０２に既に存在しているものとする。以下、文言い換え
システムによる質問文言い換えモデルの学習方法を説明する。
【００４９】
　ユーザによって入力手段１００にコマンドが入力されると、文書登録手段３０３は、文
書集合記憶手段４０１に含まれる情報を更新する（ステップＳ１０１）。例えば登録コマ
ンドとともに質問文書集合が入力されると、文書登録手段３０３は、入力された質問文書
集合を文書集合記憶手段４０１に記録する。また、例えば文書集合記憶手段４０１におけ
る質問文書を選択して削除コマンドが入力されると、文書登録手段３０３は、選択された
質問文書を文書集合記憶手段４０１から削除する。文書登録手段３０３は、文書集合記憶
手段４０１における情報が更新されたことを契機に、言い換え文対の抽出処理を開始する
ための信号（トリガ）を文対抽出手段３０１に送信する。
【００５０】
　文対抽出手段３０１は、文書集合記憶手段４０１に記憶されている質問文書集合におけ
るすべての文対に対して、それぞれの文対が言い換え文対の関係にあるかどうかを判定す
る。その際、文対抽出手段３０１は、モデル記憶手段４０２に記憶されている質問文言い
換えモデルを用いて言い換え文対であるかどうかを判定する。文対抽出手段３０１は、言
い換え文対と判定した文対を出力し、文対記憶手段４０３に記憶する（ステップＳ１０２
）。
【００５１】
　次に、モデル学習手段３０２は、文対記憶手段４０３に記憶されている言い換え文対を
学習データとして利用し、質問文言い換えモデルを学習する（ステップＳ１０３）。モデ
ル学習手段３０２は、学習した質問文言い換えモデルをモデル記憶手段４０２に記憶する
。なお、質問文言い換えモデルとは、翻訳確率や質問文言い換え翻訳モデル、質問文言語
モデル、単語列等をいう。
【００５２】
　文対抽出手段３０１は、文書集合記憶手段４０１に記憶されている質問文書集合におけ
るすべての文対に対して、それぞれの文対が言い換え文対の関係にあるかどうかを再度判
定する。具体的には、文対抽出手段３０１は、文書集合記憶手段４０１におけるすべての
文対に対して、モデル学習手段３０２が学習した質問文言い換えモデルを用いて言い換え
文対であるかどうかを判定する。その場合、同一の質問文書から言い換え文対が抽出され
てもよい。文対抽出手段３０１は、言い換え文対と判断した文対を出力し、文対記憶手段
４０３に再度記憶する（ステップＳ１０４）。
【００５３】
　文対抽出手段３０１は、抽出した言い換え文対が収束したかどうかを判定する（ステッ
プＳ１０５）。抽出した言い換え文対が収束していない場合、文対抽出手段３０１および
モデル学習手段３０２は、上述したステップＳ１０３、ステップＳ１０４における処理を
、抽出される言い換え文対が収束するまで繰り返し実行する。なお、ステップＳ１０２の



(13) JP 5126068 B2 2013.1.23

10

20

30

40

50

処理、第１巡目のステップＳ１０４の処理は、それぞれ、第１のセンテンス抽出ステップ
、第２のセンテンス抽出ステップに相当する。さらに、第ｎ巡目のステップＳ１０４の処
理、第（ｎ＋１）巡目のステップＳ１０４の処理は、それぞれ、第１のセンテンス抽出ス
テップ、第２のセンテンス抽出ステップに相当する。ｎは１以上の整数である。また、言
い換え文対が収束するとは、文対抽出手段３０１が最新の質問文言い換えモデルを用いて
抽出した言い換え文対が、それ以前の質問文言い換えモデルを用いて抽出した言い換え文
対とすべて同一となった場合のことをいう。
【００５４】
　抽出した言い換え文対が収束している場合（ステップＳ１０５：ＹＥＳ）、文言い換え
システムは、質問文言い換えモデルの生成処理を終了する。
【００５５】
　次に、入力手段１００に入力された質問文の言い換え候補の生成方法を説明する。図３
は、本発明による文言い換えシステムの動作を説明するためのフローチャートである。
【００５６】
　入力手段１００に質問文が入力されると（ステップ２０１）、候補生成手段３０４は、
モデル記憶手段４０２から質問文言い換えモデルを読み出す（ステップＳ２０２）。候補
生成手段３０４は、入力手段１００から入力された質問文に対して、モデル記憶手段４０
２に記憶されている質問文言い換えモデルを適用し、入力された質問文に対する言い換え
候補をリアルタイムに生成する。
【００５７】
　候補生成手段３０４は、入力手段１００に入力された質問文を単語単位に分解し、モデ
ル記憶手段４０２から読み出した単語列と比較する（ステップＳ２０３）。そして、後述
する単語の言い換え確率が大きい単語列を複数選択する（ステップＳ２０４）。
【００５８】
　次に、候補生成手段３０４は、選択した単語列を並び替え、後述する並び替え確率を求
める（ステップＳ２０５）。候補生成手段３０４は、並び替え確率の大きい文章を複数選
択し、質問文言い換え候補として出力手段２００に出力する（ステップＳ２０６）。なお
、候補生成手段３０４が出力する言い換え候補は、１つであってもよい。
【００５９】
　次に、上述した動作を図面を参照してより具体的に説明する。
【００６０】
　図４は、文書集合記憶手段４０１に記憶されている質問文書集合の一例を示した説明図
である。また、図５は、図４に示されている各質問文書に対する回答文書の一例を示した
説明図である。さらに、図６は、図４における各質問文書と図５における回答文書との対
応関係を示した説明図である。
【００６１】
　図６に示されている対応関係では、例えば図４における質問文書Ｑ１に対し、図５にお
ける回答文書Ａ１によって回答されることを示している。また、図６に示されている対応
関係では、例えば図４における質問文書Ｑ４に対しては、図５における回答文書Ａ１とＡ
２との２つの文書をつないだ文書で回答されることを示している。なお、図６において、
質問文書に対して複数の回答文書が対応付けられている場合、その質問文書に対する回答
には複数の回答文書が含まれることを示している。例えば、上述した質問文書Ｑ４に対す
る回答文書の場合、回答文書にはＡ１とＡ２のいずれか一方の回答文書が含まれるという
意味ではなく、Ａ１とＡ２の両方の回答文書が含まれることを示している。
【００６２】
　図７は、図６の対応関係から作成される、同一の回答文書に対応する質問文書集合の関
係を示した説明図である。文書集合記憶手段４０１は、図７に示すような質問文書集合の
関係と、図４に示すような質問文書（テキストデータ）とを記憶している。
【００６３】
　文書集合記憶手段４０１に記憶されている、同一の回答文書に対応した質問文書集合に



(14) JP 5126068 B2 2013.1.23

10

20

30

40

50

おけるすべての文対に対して、文対抽出手段３０１は、モデル記憶手段４０２に記憶され
ている質問文言い換えモデルを用いて言い換え文対であるかどうかを判定する。例えば、
図７において、文対抽出手段３０１は、回答文書Ａ１に対応した質問文書Ｑ１およびＱ２
に含まれるすべての文対に対して、それぞれのセンテンスが言い換え文対の関係にあるか
どうかを判定する。同様に、文対抽出手段３０１は、回答文書Ａ１に対応した質問文書Ｑ
１およびＱ３にふくまれるすべてのセンテンスについても、それぞれが言い換え文対の関
係にあるかどうかを判定する。なお、１つの質問文書に複数のセンテンスが含まれる場合
（例えば、質問文書Ｑ１が３つのセンテンスから構成されている場合）、文対抽出手段３
０１は、同一の質問文書におけるそれぞれのセンテンスに対しても、言い換え文対である
かどうかを判定する。
【００６４】
　次に、文対抽出手段３０１による言い換え文対の判定方法を説明する。ここで、共通の
回答文書Ａを持つ言い換え文対、質問文１（センテンス１）および質問文２（センテンス
２）があるとき、文対抽出手段３０１は、質問文１の単語列Ｗ１・・・Ｗｋから質問文２
の単語列Ｗ”１・・・Ｗ”ｍへの翻訳確率を、例えば次のモデルＰｎ＝１を用いて推定す
る。そして、その値（翻訳確率）が閾値より高い場合に、質問文１と質問文２とが言い換
え文対の関係にあると判定する。
【００６５】
【数１】

【００６６】
　なお、式（１）におけるＰθは閾値を表している。また、式（１）における単語列Ｗｉ

に関する積「ΠｉＰｎ（Ｗ’ｊ｜Ｗｉ，Ａ）」は、質問文言い換え翻訳モデルに相当する
。
【００６７】
　初回（ｎ＝１）では、単語の言い換え確率Ｐｎ（Ｗ’ｊ｜Ｗｉ，Ａ）、および単語の並
べ替え確率Ｐｎ（Ｗ”１・・・Ｗ”ｍ｜Ｗ’１・・・Ｗ’ｌ，Ａ）が未学習であるため、
【００６８】
【数２】

【００６９】
などのようなアドホック（Ad Hoc）な初期翻訳モデルを用いる。すなわち、文対抽出手段
３０１は、最初に文書集合記憶手段４０１から言い換え文対を抽出する際に、式（２）、
（３）によって表される質問文言い換えモデルを使用する。
【００７０】
　上記のような質問文言い換えモデルを用いて判定することにより、文対抽出手段３０１
は、ステップＳ１０２の処理によって図８および図９に示すような言い換え文対および質
問文（センテンス）を得る。なお、図８は、文対抽出手段３０１が抽出した言い換え文対
の一例を示した説明図である。また、図９は、図８に示した言い換え文対に対応した各質
問文のテキストの一例を示した説明図である。文対抽出手段３０１は、抽出した言い換え
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文対と、その言い換え文対に対応した各質問文のテキストとを文対記憶手段４０３に記憶
する（ステップＳ１０２）。
【００７１】
　次に、モデル学習手段３０２は、文対記憶手段４０３に記憶されている言い換え文対（
図８および図９に示されているような言い換え文対および質問文）を学習データとして利
用し、質問文言い換えモデルＰｎ＝２を学習する。
【００７２】
　その際、モデル学習手段３０２は、単語の言い換え確率Ｐｎ（Ｗ’ｊ｜Ｗｉ，Ａ）（す
なわち、質問文言い換えモデル）を求めるために、言い換え文対の単語に関する対応関係
の推定（アライメント）を行う。具体的には、モデル学習手段３０２は、図８に示された
言い換え文対の関係を用いて、図９に示された質問文における単語の対応関係を推定する
。
【００７３】
　図１０は、モデル学習手段３０２が言い換え文対（Q1_S1, Q1_S2）に対して実行した推
定の結果を示す説明図である。同様に、図１１は言い換え文対（Q1_S1, Q10_S2 ）、図１
２は言い換え文対（Q2_S1, Q6_S1）、図１３は言い換え文対（Q2_S1, Q9_S2）、図１４は
言い換え文対（Q2_S1, Q10_S2 ）、および、図１５は言い換え文対（Q2_S1, Q12_S2 ）に
対して実行した推定の結果を示す説明図である。なお、図１０～１５における符号「φ」
は、対応する単語が存在しないことを示している。
【００７４】
　モデル学習手段３０２は、図１０～１５に示す言い換え文対における、対応した単語間
の言い換え回数にもとづいて、単語の言い換え確率Ｐｎ（Ｗ’ｊ｜Ｗｉ，Ａ）を推定する
。また、モデル学習手段３０２は、単語の並べ替え確率Ｐｎ（Ｗ”１・・・Ｗ”ｍ｜Ｗ’

１・・・Ｗ’ｌ，Ａ）を推定する。例えば、モデル学習手段３０２は、単語の置き換えを
行った単語列Ｗ’１・・・Ｗ’ｌから、言い換え文における単語列Ｗ”１・・・Ｗ”ｍへ
の並び替えを、言い換え後の単語列の出現確率で代替する。
【００７５】
【数３】

【００７６】
　なお、式（４）における単語列の出現確率ＰＮ－ｇｒａｍ（Ｗ”１・・・Ｗ”ｍ）は、
質問文言語モデルに相当する。モデル学習手段３０２は、式（４）に示すような質問文言
語モデル等を質問文言い換えモデルとして学習し、モデル記憶手段４０２に記憶する（ス
テップＳ１０３）。
【００７７】
　文対抽出手段３０１は、新たに学習した質問文言い換えモデルＰｎ＝２を用いて、文書
集合記憶手段４０１から再度言い換え文対を抽出する（ステップＳ１０４）。そして、文
対抽出手段３０１は、言い換え文対と判定した文対を文対記憶手段４０３に記録する。
【００７８】
　図１６は、文対抽出手段３０１が質問文言い換えモデルＰｎ＝２を用いて抽出した言い
換え文対の一例を示した説明図である。例えば、図１６における言い換え文対と図８にお
ける言い換え文対とを比較すると、図１６に示す言い換え文対には、文対（Q4_S1, Q8_S1
）が新たな言い換え文対として追加されている。文対抽出手段３０１は、図１６に示され
ている言い換え文対を文対記憶手段４０３に記録する。
【００７９】
　なお、図１７は、図１６における、新たに追加された言い換え文対（Q4_S1, Q8_S1）に
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対応した質問文のテキストの一例を示した説明図である。また、図１８は、モデル学習手
段３０２が言い換え文対（Q4_S1, Q8_S1）に対して実行した推定の結果を示す説明図であ
る。
【００８０】
　文対記憶手段４０３に文対（Q4_S1, Q8_S1）が新たな言い換え文対として追加されたた
め、文対抽出手段３０１は、言い換え文対が収束していないと判定する（ステップＳ１０
５：ＮＯ）。なお、文対抽出手段３０１は、質問文言い換えモデルＰｎ＝２を用いて抽出
した言い換え文対を文対記憶手段４０３に記録する際に、質問文言い換えモデルＰｎ＝１

を用いて抽出した言い換え文対を文対記憶手段４０３から読み出し、言い換え文対が収束
したかどうかを判定する。
【００８１】
　モデル学習手段３０２および文対抽出手段３０１は、再度、ステップＳ１０３およびス
テップＳ１０４における処理を実行する。そうすることによって、モデル学習手段３０２
は、新たな質問文言い換えモデルＰｎ＝３を得る（ステップＳ１０３）。
【００８２】
　文対抽出手段３０１は、質問文言い換えモデルＰｎ＝３を用いて文書集合記憶手段４０
１から再度言い換え文対を抽出する（ステップＳ１０４）。そして、文対抽出手段３０１
は、抽出した言い換え文対が収束したかどうかを判定する（ステップＳ１０５）。質問文
言い換えモデルＰｎ＝３を用いて抽出した言い換え文対が前回抽出した言い換え文対（質
問文言い換えモデルＰｎ＝２を用いて抽出した言い換え文対）と変わらない場合、文対抽
出手段３０１は、言い換え文対が収束したと判定する（ステップＳ１０５：ＹＥＳ）。質
問文言い換え文対が収束したと判定されると、文言い換えシステムは、質問文言い換えモ
デルの生成を終了する。
【００８３】
　そして、入力手段１００に質問文が入力されると（ステップＳ２０１）、候補生成手段
３０４は、モデル記憶手段４０２から質問文言い換えモデルを読み出す（ステップＳ２０
２）。候補生成手段３０４は、入力手段１００から入力された質問文に対して、モデル記
憶手段４０２に記憶されている質問文言い換えモデルを適用し、入力された質問文に対す
る言い換え候補をリアルタイムに生成する。
【００８４】
　候補生成手段３０４は、入力手段１００に入力された質問文を単語単位に分解し、モデ
ル記憶手段４０２から読み出した単語列と比較する（ステップＳ２０３）。そして、単語
の言い換え確率が大きい単語列を複数選択する（ステップＳ２０４）。
【００８５】
　候補生成手段３０４は、選択した単語列の並び替えを実行し、単語の並び替え確率を求
める（ステップＳ２０５）。候補生成手段３０４は、並び替え確率の大きい文章を複数選
択し、質問文言い換え候補として出力手段２００に出力する（ステップＳ２０５）。なお
、候補生成手段３０４が出力する言い換え候補は、１つであってもよい。
【００８６】
　以上のように、候補生成手段３０４は、入力手段１００から入力された質問文に対し、
モデル記憶手段４０２に記憶された質問文言い換えモデルを適用して言い換え候補を生成
する。
【００８７】
　図１９は、入力手段１００に入力された質問文の一例を示した説明図である。また、図
２０は、図１９に示した質問文に対して、候補生成手段３０４が質問文言い換えモデルを
用いて生成した言い換え候補の一例を示した説明図である。図１９に示すような入力質問
文Ｑ_in に対し、候補生成手段３０４は、質問文言い換えモデルＰｎ＝３を用いて、図２
０に示すような言い換え候補を生成する。候補生成手段３０４は、生成した言い換え候補
を、質問文言い換えモデルの確率値（スコア）とともに出力手段２００に出力する（ステ
ップＳ１０５）。なお、質問文言い換えモデルの確率値（スコア）は、質問文言い換えモ
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デル（単語の並び替え確率）の対数で表現される。また、スコアの値が大きい（すなわち
、スコアの絶対値が小さい）言い換え候補ほど、入力された質問文に対して類似度が高い
ことを示している。
【００８８】
　以上のように、本実施の形態における文言い換えシステムでは、同一の回答文書に対応
する質問文書集合から、言い換えの関係にあるセンテンスのみが篩い分けられる。すなわ
ち、質問文言い換えモデルを用いることによって、言い換えの関係にある文対のみを抽出
できる。
【００８９】
　また、本発明による文言い換えシステムは、質問文言い換えモデルを用いた言い換え文
対の抽出と、抽出された言い換え文対による質問文言い換えモデルの学習との２つの過程
を抽出文セット（抽出される言い換え文対）が収束するまで交互に繰り返し、最終的な質
問文言い換えモデルを得る。このような逐次処理によって、適切な言い換えモデルを学習
することができ、同一の回答文書に対応する質問文書集合の中から、言い換え文の関係に
ある文対を精度良く抽出することができる。
【００９０】
　以上本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明の全開示（請求の範囲を含む
）の枠内において、さらにその基本的技術思想に基づいて、実施形態ないし実施例の変更
・調整が可能である。また、本発明の請求の範囲の枠内において種々の開示要素の多様な
組み合わせないし選択が可能である。例えば、上記した実施形態では、質問文言い換えモ
デルがモデル記憶手段４０２に既に存在している場合を説明したが、文言い換えシステム
は、入力手段１００に質問文が入力されたことを契機として、質問文言い換えモデルの生
成を開始してもよい。
【産業上の利用可能性】
【００９１】
　本発明は、入力された文章を異なる表現の文章に変換する文の言い換えシステムに適用
できる。特に本発明は、質問文の表現不一致を解消できるため、メール応対事例の検索精
度向上に適用できる。また、本発明は、メールで受信した質問文書に対する回答文書の自
動生成や応対記録（要約）の自動生成に適用できる。
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